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第 5 章 構想の効果 

5－1 公共用水域の水質予測 

 本構想の計画的実施により、BOD 負荷量が削減され、公共用水域の水質が改善する

と考えられる。その効果について次の手順で予測した。 

 

① 平成 20 年度（基準年度）における小流域単位での排水量、BOD 負荷量を発生源別

（生活系・産業系・畜産系・面源系）で整理した。あわせて、上水道の取水や武

蔵水路の導水等、河川水量に影響を与える外的要因を整理した。 

② 各水質測定地点に流入する小流域を整理し、「流域下水道整備総合計画調査 指

針と解説（平成 20 年 9 月）」を基に、簡便な負荷解析モデルを構築し、解析を行

った。なお、解析モデルにおける流出率等の係数は、平成 20 年度（基準年度）

の流量・水質の実績値と整合するように設定した。 

③ 本構想の整備計画を基に、平成 27 年度、平成 32 年度、平成 37 年度における、

小流域単位での生活系の排水量、BOD 負荷量を算出した。なお、将来水質の予測

には、生活系以外も負荷量の増減を見込む必要があるが、生活排水処理施設整備

による効果を把握するため、生活系以外の排水量、BOD 負荷量は変化しないもの

として予測した。 

④ ②で構築した汚濁負荷解析モデルに、③で整理した生活系排水量、BOD 負荷量を

適用し、平成 27 年度、平成 32 年度、平成 37 年度における各水質測定点の流量、

BOD 負荷量、BOD 水質を予測した。 

 

（１）BOD 年度平均値 

公共用水域水質測定地点の平成 20 年度の流量、BOD 負荷量、BOD 年度平均値（実測

値）と平成 37 年度の水質等予測結果及び BOD 削減率を表 5-1-1 にまとめた。この結

果、全ての地点において、水質の改善が予測された。特に、平成 20 年度（基準年度）

に環境基準が非達成の鴨川、福川、元小山川において、平成 37 年度の BOD 年度平均

値はそれぞれ 0.5mg/L、1.9mg/L、0.7mg/L と水質は大きく改善すると予測された。鴨

川と元小山川については確実に水質環境基準を達成すると見込まれる。 

また、県内の主要な河川水域から代表的な測定地点を選定し、現況（平成 20 年度）

と将来（平成 37 年度）の BOD 年度平均値を河川図にまとめた（図 5-1-1）。 

 

（２）BOD 値 3mg/L 以下の河川の割合 

BOD 値 3mg/L 以下の河川割合について、平成 20 年度は 72%であったが、今回の予測

結果による、平成 37 年度には 100％となる見込みである（表 5-1-2）。 
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表 5-1-1 水質測定地点別の BOD 年度平均値予測結果(1) 
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表 5-1-1 水質測定地点別の BOD 年度平均値予測結果(2) 

 

 

 

表 5-1-2 BOD 値 3mg/L 以下の河川割合の推移 

 
実績 予測 

H15 年度 H20 年度 H27 年度 H32 年度 H37 年度 

BOD 値 3mg/L 以下の河川割合 52％ 72％ 88％ 99％ 100％
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図 5-1-1 公共用水域の水質予測結果 

 

笹目橋(荒川) 

現況：3.7 
将来：2.0 

久下橋(荒川) 

現況： 0.7
将来：＜0.5

親鼻橋(荒川) 

現況：1.0 
将来：0.6 

入間大橋(入間川)

現況： 1.1
将来：＜0.5

兜川合流点前(槻川) 

現況：1.8 
将来：0.5 

大和橋(霞川) 

現況：1.7 
将来：0.9 

徒歩橋(市野川)

現況：2.8 
将来：1.0 

豊橋(中川) 

現況：2.9 
将来：0.7 

畷橋(綾瀬川) 

現況：3.4 
将来：0.7 

中島橋(元荒川)

現況：3.8 
将来：1.8 

いろは橋(新河岸川)

現況： 2.0 
将来：＜0.5 

不老橋(不老川)

現況：3.0 
将来：0.6 

昭和橋(福川) 

現況：4.5 
将来：1.9 

県道本庄妻沼線

交差点(元小山川)

現況：3.6 
将来：0.7 

地点名(河川名) 

現況：平成 20年度 

将来：平成 37年度 
単位：mg/L 

※ ＜0.5は 0.5未満を表す。 
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5-2 概算事業費 

平成 20 年度に県内市町村の下水道、農業集落排水の整備及び維持管理費用の過去

の実績を把握した。この結果と関連資料をもとに、各生活排水処理施設の整備及び維

持管理に要する一般的な費用を算出するための費用関数を設定した。これにより本構

想の概算事業費（概算建設費及び概算維持管理費）を算出した。 

 

（１）概算建設費 

本構想について、平成 37 年度（目標年度）までの概算建設費は、表 5-2-1 に示す

とおりである。下水道が 6,686 億円、農業集落排水が 74 億円、浄化槽が 3,056 億円

で、合計 9,816 億円となった。 

これを、整備完了想定年までの年平均値でみると、年間 577 億円となり、

平成 16 年構想から 210 億円（約 26.7％）の縮減が見込まれる（図 5-2-1）。 
 

表 5-2-1 目標年度までの概算建設費 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-2-1 平成 16 年構想と本構想の年平均の概算建設費の比較 
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概算建設費（億円/年）

下水道 農業集落排水 ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗﾝﾄ 浄化槽

H16構想 本構想 H16構想 本構想 増減 増減率

① ② ③=②-① ③/①

(億円) (億円) (億円/年) (億円/年) (億円/年) (％）

下水道 23,051 6,686 714 393 ▲ 321 ▲ 45.0

農業集落排水 495 74 18 4 ▲ 14 ▲ 77.8

ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗﾝﾄ 1 0 0.1 0 ▲ 0.1 ▲ 100.0

計 23,547 6,760 732 397 ▲ 335 ▲ 45.8

浄化槽 929 3,056 55 180 125 227.3

合計 24,476 9,816 787 577 ▲ 210 ▲ 26.7
注１）　年平均概算建設費は、整備完了までの総額を整備完了想定年度までの年数で除したものである。

注２）　整備完了想定年度は、H16構想集合処理をH63年度、浄化槽をH37年度とし、本構想は全てH37年度とした。

項目

概算建設費 年平均概算建設費



 

 27

（２）概算維持管理費 
整備完了時点の概算維持管理費は、年間 571 億円となり、平成 16 年構想から

220 億円（27.8％）の縮減が見込まれる（表 5-2-2、図 5-2-2）。 

 
表 5-2-2 整備完了時点の概算維持管理費 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-2-2 平成 16 年構想と本構想の概算維持管理費（整備完了時点）の比較 

 

H16構想 本構想 増減 増減率

① ② ③=②-① ③/①

(億円/年) (億円/年) (億円/年) (％）

下水道 679 256 ▲ 423 ▲ 62.3

農業集落排水 11 6 ▲ 5 ▲ 45.5

ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗﾝﾄ 1 0 ▲ 1 ▲ 100.0

計 691 262 ▲ 429 ▲ 62.1

浄化槽 100 309 209 209.0

合計 791 571 ▲ 220 ▲ 27.8
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